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11「あやテラス」が完成
税を考える週間
新型コロナ・インフルエンザ
同時流行に注意
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「すごいね！警察犬ヴレーブくん」
　物部保育園の園児が10月12日、交通安全や不審者対策等を学ぶ
交通安全教室に参加。来園した警察犬ヴレーブ号が、爆発物に見
立てた花火や行方不明者役の保育士をにおいで発見すると、園児
たちから大きな歓声が上がりました。
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造
セ
ン
タ
ー
）
と
は
回
廊
で
つ
な
が

り
、
両
施
設
の
一
体
的
な
利
用
が
可
能

で
す
。  

８
年
の
歳
月
を
経
て
完
成

　市
は
平
成
28
年
、
新
図
書
館
整
備
に

向
け
た
検
討
を
開
始
。
現
在
の
建
設
場

所
を
候
補
地
と
し
た
移
転
計
画
を
進
め

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
30
年
７

月
の
西
日
本
豪
雨
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
計
画
は
延
期
に
。

図
書
館
、
ホ
ー
ル
、
子
ど
も
の
雨
天
時

の
遊
び
場
を
備
え
る
複
合
施
設
へ
と
計

画
を
見
直
し
、
令
和
３
年
度
に
実
施
設

計
、
令
和
４
、
５
年
度
に
整
備
工
事
を

行
い
ま
し
た
。 

　自
然
災
害
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
、
８
年
の
歳
月
を
経
て

完
成
し
た
「
あ
や
テ
ラ
ス
」
。
人
が
集

い
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
な

ど
、
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
創
出
に
つ
な

げ
ま
す
。

３
つ
の
機
能
を
集
約 

　同
施
設
は
鉄
骨
造
２
階
建
て
、
共
用

部
分
な
ど
を
含
む
延
べ
床
面
積
３
２
８

７
平
方
㍍
で
、
総
事
業
費
は
約
18
億
４

０
０
０
万
円
。
施
設
北
側
の
１
、
２
階

は
図
書
館
で
、
一
部
吹
き
抜
け
の
計
１

４
７
２
平
方
㍍
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

蔵
書
数
は
移
転
前
の
約
９
万
冊
か
ら
、

最
終
的
に
12
万
冊
ま
で
増
や
す
予
定
。

ま
た
、
お
は
な
し
の
部
屋
や
静
読
室
な

ど
も
設
け
て
い
ま
す
。 

　１
階
南
側
の
「
あ
や
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

（
子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
）
は
６
６
８

平
方
㍍
。
子
ど
も
の
遊
び
場
は
年
齢
に

応
じ
て
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
い
る

ほ
か
▽
授
乳
室
▽
お
む
つ
交
換
室
▽
子

育
て
に
関
す
る
相
談
室
│
も
あ
り
ま
す
。 

　２
階
南
側
の
ホ
ー
ル
（
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
）
は
８
７
５
平
方
㍍
で
、
長
机

利
用
で
は
３
０
０
人
、
円
卓
利
用
で
は

２
０
０
人
を
収
容
で
き
ま
す
。
隣
接
す

る
も
の
づ
く
り
交
流
館
（
北
部
産
業
創

開館時間　午前９時～午後10時 
使 用 料　１時間当たり5,000円（た

だし①市外居住者や市外団
体②営利目的③12月29日
～１月３日―の使用は２倍）  

問い合わせ　☎（45）6380 
　　　　　F（45）6382  
施設の予約は市公共施設
予約システムで▶

新
た
な
学
び
と
交
流
の
場

「
あ
や
テ
ラ
ス
」が
完
成

あやテラス施設案内あやテラス施設案内
住　　所　青野町西馬場下35番地の１ 
駐車台数　74台（身体障害者用２台含む） 
　　　　　市営駅北、駅南駐車場（計135台）も３時間まで
　　　　　無料で利用可能 

ホ ー ル

開館時間　午前10時～午後７時（土・
日曜日、祝日は午後６時ま
で） 

休 館 日　月曜日（祝日の場合は火曜
日）、毎月最終火曜日（祝
日の場合は水曜日）、祝日
の翌日、年末年始、特別整
理日 

問い合わせ　☎（42）6980 
　　　　　F（42）4570

図 書 館

開館時間　午前10時～午後５時 

休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場
合は次の平日）、12月29
日～１月３日 

使 用 料　無料 

問い合わせ　☎（45）6377 

あやっこひろば

図
書
館
、
あ
や
っ
こ
ひ
ろ
ば
、
ホ
ー
ル
か
ら
な
る
複
合
施
設
「
あ
や
テ
ラ
ス
」

が
、
11
月
25
日
に
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
北
口
か
ら
徒
歩
１

分
の
交
通
の
利
便
性
が
良
い
立
地
で
、
施
設
内
は
内
装
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
府
内
産

の
木
材
を
使
用
し
、
木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
空
間
。
世
代
や
地
域
を
超
え
て

人
が
集
え
る
、
新
た
な
学
び
と
交
流
の
場
が
誕
生
し
ま
す
。
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の
社
会
資
本
の
整
備
▽
教
育
、
消
防
と

い
っ
た
公
的
サ
ー
ビ
ス―

な
ど
を
運
営

す
る
た
め
の
財
源
。
忘
れ
ず
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。 

　ま
た
、
国
税
庁
で
は
、
税
を
考
え
る

週
間
に
合
わ
せ
て
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
＝
左
図
。
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
社
会
の
基
盤

　税
金
に
は
国
に
納
め
る
所
得
税
な
ど

の
国
税
、
京
都
府
に
納
め
る
自
動
車
税

や
不
動
産
取
得
税
な
ど
の
府
税
、
市
に

納
め
る
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の

市
税
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
▽
年
金

や
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
▽
道
路
な
ど

高齢者インフルエンザ予防接種（記事 ID3410）

小児インフルエンザ予防接種（記事 ID4008）

5 4

　国
税
庁
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
家
庭
や
職
場
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

基本的な対策で感染拡大防止を 高齢者と小児の
インフルエンザ予防接種の費用を
助成します　コロナとインフルエンザの感染を広げな

いためには、次の一般的な感染対策が大切
です。また、発熱や咳などの症状があると
きは外出を控えましょう。

　高齢者や乳幼児などはインフルエンザにかかると重症化し
やすく注意が必要です。重症度を軽減するワクチン接種をご
検討ください。

公共の場や人が多く集まる
場所ではマスクを着用する

手洗いと手指の消毒で
手を清潔に保つ

屋内では、
適切な換気を確保する

他の人々との接触を
最小限に抑え、できるだけ
物理的な距離を取る

予約受付
中 年末年始の流行に備え早めの接種を！

新型コロナワクチン接種（秋開始接種）

初回接種（１・２回目）を完了し、前回の接種から３カ月以上
を経過した生後６カ月以上の人
令和６年３月31日(日)まで
９月20日(水)～令和６年３月31日(日)に１回
無料（令和５年度は公費負担で接種できます）
オミクロン株（XBB.1.5）に対応した１価ワクチン
集団接種（12月のみ）か個別接種
初回接種がまだの人は、まず初回接種を受けてください

〇インフルエンザ予防接種費用助成
　について
保健推進課
☎（42）0111　F（42）5488
平日午前８時30分～午後５時15分

〇コロナワクチンについて
市新型コロナワクチン接種コールセンター
☎（42）0020　F（42）5488
平日午前８時45分～午後５時15分

接種対象者

接 種 期 間
接 種 回 数
接 種 費 用
使用ワクチン
接 種 方 法
そ の 他

接種対象者

接 種 期 間
自己負担金
接 種 回 数
実施医療機関

①接種日に満65歳以上の市民
②60～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能低下により一定の障害を有する人
令和６年１月31日(水)まで
1,500円
１回のみ
市内委託医療機関ほか

接種対象者
助 成 期 間
自己負担金
助成の回数

実施医療機関

接種日に生後６カ月以上中学３年生相当の年齢までの市民
令和６年１月31日(水)まで
１回につき1,500円
生後６カ月以上13歳未満の人は２回まで
13歳以上中学３年生相当の年齢までの人は１回のみ
市内委託医療機関ほか

予約は左のＱＲコードから
綾部市ワクチン接種予約サイト

問い合わせ

感染拡大を防ぎましょう
新型コロナ・インフルエンザ同時流行に注意

　季節性インフルエンザは、毎年12月から３月にかけて流行します
が、今年は４月以降も流行期が継続。今後、新型コロナウイルス感
染症（以下、コロナ）との同時流行が懸念されます。ワクチン接種や
こまめな手洗い、マスクの着用など感染防止対策を心掛けましょう。

税
を
考
え
る
週
間

Q 災害で被害に遭った場合、税金の減免はありますか。 
A 災害で住宅や軽自動車などに被害を受けた場合は税額を減免で
きる場合があります。税金の種類によって問い合わせ先が異な
りますので、詳しくは市ホームページ（記事ID3897）で確認
してください。 

Q 使っていないトラクターに軽自動車税が課税されています。 
A 軽自動車税は課税対象物を所有することで課税されます。該当
軽自動車が不要になったときは、廃棄処分するなどし、ナン
バープレートは税務課に返還して廃車手続きをしてください。 

Q 住宅を建てた４年目に固定資産税が倍になりました。 
A ３年間の新築住宅に対する減額措置が終了し、本来の税額に
戻ったものです。  

Q 住宅を取り壊したら翌年の固定資産税が高くなりました。 
A 住宅用の土地は税額が軽減される措置があります。住宅を取り
壊したことで土地の固定資産税の軽減が無くなったことによる
ものです。  

Q 市税の支払い方法を教えてください。 
A 税金の支払いは、市役所会計課や金融機関、コンビニでの窓口
払いのほか口座振替やスマートフォン決済も可能です。詳しく
は税務課管理担当☎（42）4231までご連絡ください。 

　森林環境税とは、令和６年度から、個人住民
税均等割と併せて一人年額1,000円が徴収され
る国税です。同額を徴収していた東日本大震災
の復興税が今年度で終了するため税金の負担額
は変わりません。 
　森林環境税は、国から森林環境譲与税として
都道府県や市町村へ譲与されています。森林の
多い本市は、令和４年度に約5,000万円の譲与
税が交付され、納めた額以上の譲与を受けるこ
とができます。 
　森林の機能を生かすためには、間伐や作業道
の整備などの費用が必要です。制度へのご理解
とご協力をお願いします。 

市の税金Ｑ＆Ａ
市に寄せられる税金に関する質問とその回答を紹介します。

令和６年度から森林環境税が
始まります。

　国税庁では、税の仕組みや意義、役割などをホー
ムページのインターネット番組「Web-TAX-TV」
や公式YouTubeチャンネルで解説しています。そ
れぞれＱＲコードからご覧ください。 

決　算　額区　分
個人市民税 
法人市民税 
固定資産税 
軽自動車税 
市たばこ税 
都市計画税 
入湯税 
合計 

13 億 6,082 万円 
３億 4,763 万円 
25 億 2,600 万円 
1 億 3,880 万円 
2 億 1,893 万円 

7,744 万円 
50 万円 

46億 7,012万円 

29.1%
7.4%
54.1%
3.0%
4.7%
1.7%
0.0%
100％

令和４年度市税決算額（現年課税分のみ）
構成比

税金のことを動画で解説 

Web-TAX-TV

（記事 ID3909）
〈仕組み〉

国（交付税及び譲渡税配付金特別会計）

市町村

納税義務者

市町村の支援

森林環境譲与税
※2019（令和元）年度から

森林環境税（1, 000 円/年）
※2024（令和 6）年度から

市町村

都道府県

YouTube

の
社
会
資
本
の
整
備
▽
教
育
、
消
防
と

い
っ
た
公
的
サ
ー
ビ
ス―

な
ど
を
運
営

す
る
た
め
の
財
源
。
忘
れ
ず
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。 

　ま
た
、
国
税
庁
で
は
、
税
を
考
え
る

週
間
に
合
わ
せ
て
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
＝
左
図
。
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
社
会
の
基
盤

　税
金
に
は
国
に
納
め
る
所
得
税
な
ど

の
国
税
、
京
都
府
に
納
め
る
自
動
車
税

や
不
動
産
取
得
税
な
ど
の
府
税
、
市
に

納
め
る
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の

市
税
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
▽
年
金

や
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
▽
道
路
な
ど

高齢者インフルエンザ予防接種（記事 ID3410）

小児インフルエンザ予防接種（記事 ID4008）

5 4

　国
税
庁
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
家
庭
や
職
場
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

基本的な対策で感染拡大防止を 高齢者と小児の
インフルエンザ予防接種の費用を
助成します　コロナとインフルエンザの感染を広げな

いためには、次の一般的な感染対策が大切
です。また、発熱や咳などの症状があると
きは外出を控えましょう。

　高齢者や乳幼児などはインフルエンザにかかると重症化し
やすく注意が必要です。重症度を軽減するワクチン接種をご
検討ください。

公共の場や人が多く集まる
場所ではマスクを着用する

手洗いと手指の消毒で
手を清潔に保つ

屋内では、
適切な換気を確保する

他の人々との接触を
最小限に抑え、できるだけ
物理的な距離を取る

予約受付
中 年末年始の流行に備え早めの接種を！

新型コロナワクチン接種（秋開始接種）

初回接種（１・２回目）を完了し、前回の接種から３カ月以上
を経過した生後６カ月以上の人
令和６年３月31日(日)まで
９月20日(水)～令和６年３月31日(日)に１回
無料（令和５年度は公費負担で接種できます）
オミクロン株（XBB.1.5）に対応した１価ワクチン
集団接種（12月のみ）か個別接種
初回接種がまだの人は、まず初回接種を受けてください

〇インフルエンザ予防接種費用助成
　について
保健推進課
☎（42）0111　F（42）5488
平日午前８時30分～午後５時15分

〇コロナワクチンについて
市新型コロナワクチン接種コールセンター
☎（42）0020　F（42）5488
平日午前８時45分～午後５時15分

接種対象者

接 種 期 間
接 種 回 数
接 種 費 用
使用ワクチン
接 種 方 法
そ の 他

接種対象者

接 種 期 間
自己負担金
接 種 回 数
実施医療機関

①接種日に満65歳以上の市民
②60～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能低下により一定の障害を有する人
令和６年１月31日(水)まで
1,500円
１回のみ
市内委託医療機関ほか

接種対象者
助 成 期 間
自己負担金
助成の回数

実施医療機関

接種日に生後６カ月以上中学３年生相当の年齢までの市民
令和６年１月31日(水)まで
１回につき1,500円
生後６カ月以上13歳未満の人は２回まで
13歳以上中学３年生相当の年齢までの人は１回のみ
市内委託医療機関ほか

予約は左のＱＲコードから
綾部市ワクチン接種予約サイト

問い合わせ

感染拡大を防ぎましょう
新型コロナ・インフルエンザ同時流行に注意

　季節性インフルエンザは、毎年12月から３月にかけて流行します
が、今年は４月以降も流行期が継続。今後、新型コロナウイルス感
染症（以下、コロナ）との同時流行が懸念されます。ワクチン接種や
こまめな手洗い、マスクの着用など感染防止対策を心掛けましょう。

税
を
考
え
る
週
間

Q 災害で被害に遭った場合、税金の減免はありますか。 
A 災害で住宅や軽自動車などに被害を受けた場合は税額を減免で
きる場合があります。税金の種類によって問い合わせ先が異な
りますので、詳しくは市ホームページ（記事ID3897）で確認
してください。 

Q 使っていないトラクターに軽自動車税が課税されています。 
A 軽自動車税は課税対象物を所有することで課税されます。該当
軽自動車が不要になったときは、廃棄処分するなどし、ナン
バープレートは税務課に返還して廃車手続きをしてください。 

Q 住宅を建てた４年目に固定資産税が倍になりました。 
A ３年間の新築住宅に対する減額措置が終了し、本来の税額に
戻ったものです。  

Q 住宅を取り壊したら翌年の固定資産税が高くなりました。 
A 住宅用の土地は税額が軽減される措置があります。住宅を取り
壊したことで土地の固定資産税の軽減が無くなったことによる
ものです。  

Q 市税の支払い方法を教えてください。 
A 税金の支払いは、市役所会計課や金融機関、コンビニでの窓口
払いのほか口座振替やスマートフォン決済も可能です。詳しく
は税務課管理担当☎（42）4231までご連絡ください。 

　森林環境税とは、令和６年度から、個人住民
税均等割と併せて一人年額1,000円が徴収され
る国税です。同額を徴収していた東日本大震災
の復興税が今年度で終了するため税金の負担額
は変わりません。 
　森林環境税は、国から森林環境譲与税として
都道府県や市町村へ譲与されています。森林の
多い本市は、令和４年度に約5,000万円の譲与
税が交付され、納めた額以上の譲与を受けるこ
とができます。 
　森林の機能を生かすためには、間伐や作業道
の整備などの費用が必要です。制度へのご理解
とご協力をお願いします。 

市の税金Ｑ＆Ａ
市に寄せられる税金に関する質問とその回答を紹介します。

令和６年度から森林環境税が
始まります。

　国税庁では、税の仕組みや意義、役割などをホー
ムページのインターネット番組「Web-TAX-TV」
や公式YouTubeチャンネルで解説しています。そ
れぞれＱＲコードからご覧ください。 

決　算　額区　分
個人市民税 
法人市民税 
固定資産税 
軽自動車税 
市たばこ税 
都市計画税 
入湯税 
合計 

13 億 6,082 万円 
３億 4,763 万円 
25 億 2,600 万円 
1 億 3,880 万円 
2 億 1,893 万円 

7,744 万円 
50 万円 

46億 7,012万円 

29.1%
7.4%
54.1%
3.0%
4.7%
1.7%
0.0%
100％

令和４年度市税決算額（現年課税分のみ）
構成比

税金のことを動画で解説 

Web-TAX-TV

（記事 ID3909）
〈仕組み〉

国（交付税及び譲渡税配付金特別会計）

市町村

納税義務者

市町村の支援

森林環境譲与税
※2019（令和元）年度から

森林環境税（1, 000 円/年）
※2024（令和 6）年度から

市町村

都道府県

YouTube
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ポスター・作文コンクール

あ
や
バ
ス
絵
画
展

世界連邦推進綾部市小・中学生

　地球市民の集い実行委員会（委員長、山崎善
也・綾部市長）が平和と環境をテーマに行ってい
る、コンクールの受賞作品が決まりました。本年
度の応募はポスター322点、作文39点。入賞者
は次の皆さんです（敬称略、順不同）。 

　
市
は
、
「
第
13
回
あ
や
バ
ス
絵
画
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
は
計
２

２
３
点
（
園
児
85
点
、
１
年
生
50
点
、
２
年
生
54
点
、
３
年
生
34
点
）
。
入

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）
。
入
賞
作
品
は
「
移
動
絵
画
展
」
と

し
て
、
11
月
末
ま
で
あ
や
バ
ス
の
車
内
で
展
示
。
最
優
秀
賞
の
４
作
品
は
、

バ
ス
マ
ス
ク
と
し
て
車
両
前
面
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
部

優
秀
／
渡
邉
結
衣
（
東
綾
中
２
年
）
▽
原

田
莉
奈
（
豊
里
中
１
年
）
▽
大
槻
茉
穂

（
中
筋
小
５
年
）
▽
深
田
三
耀
（
同
） 

佳
作
／
磯
井
優
希
（
八
田
中
２
年
）
▽
藪

見
珂
音
（
豊
里
小
５
年
）

作
文
の
部

優
秀
／
浅
田
鈴
（
豊
里
中
１
年
）
▽
仲
江

春
馬
（
同
）
▽
原
田
莉
奈
（
同
） 

佳
作
／
稲
葉
枇
杷
子
（
上
林
中
２
年
）
▽

和
泉
桜
空
（
豊
里
中
１
年
）
▽
中
川
誠
士

郎
（
同
）
▽
丸
岡
晃
太
朗
（
同
）
▽
村
澤

音
々
花
（
西
八
田
小
６
年
）

ま 

ほ

園
児
の
部
・
５
歳
児

優
秀
賞
／
田
村
紗
月
（
綾
部
ひ
ま
わ
り
共

同
保
育
園
） 

桃
太
郎
賞
／
伊
藤
真
大（
同
）

佳
作
／
小
林
依
茉
（
豊
里
幼
児
園
）

小
学
生
の
部
・
１
年
生

優
秀
賞
／
四
方
優
糸
（
物
部
小
）
桃
太
郎

賞
／
梅
垣
來
歩
（
豊
里
小
）
佳
作
／
瀧

梨
乃
（
東
八
田
小
）

ま 

ひ
ろ

え 

まゆ 

い
と

こ 

う

小
学
生
の
部
・
２
年
生

優
秀
賞
／
山
崎
桜
佳
（
豊
里
小
）
桃
太
郎

賞
／
片
山
琥
太
郎
（
東
八
田
小
）
佳
作
／

伊
藤
旭
（
綾
部
小
）

小
学
生
の
部
・
３
年
生

優
秀
賞
／
出
野
紗
那
（
中
筋
小
）
桃
太
郎

賞
／
荻
野
杏
奈
（
同
）
佳
作
／
貞
岡
歩
果

（
同
）

（
上
か
ら
）篠
㟢
彩
純（
豊
里
幼
児
園
）、藤

澤
陽
向（
豊
里
小
１
年
）、山
本
里
菜（
同

２
年
）、四
方
杜
和（
吉
美
小
３
年
）

お
う 

か

あ
ゆ 

か

さ
ん
よ
う

や
ぶ

み 

か 

の
ん

り
んび 

わ 

こ

さ 

ら

ね 

ね 

か

長谷川桜菜（綾部小６年） 
る な

　長
崎
の
原
爆
資
料
館
に
行
き
、
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
戦
争
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
私
た
ち
は
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
絶
対
に
忘
れ
ず
に
、
悲
惨
さ
を
こ

れ
か
ら
も
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
武
力
よ
り
も
対
話
を
」。

そ
ん
な
世
界
を
、
私
は
切
に
願
う
。

（
要
約
） 

※
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
記
事
Ⅰ
Ｄ

４
１
５
９
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す 

原
田
萌
音
（
豊
里
中
１
年
）

武
力
よ
り
も
対
話
を

― 最優秀作品 ― 

―
 

最
優
秀
作
品 ―

 

も 

ね

と 

わ

ひ
な
た

あ
す
み

【
個
人
の
部
・
最
優
秀
賞
】 

谷
山
光
さ
ん
（
位
田
町
） 

　今
回
受
賞
し
た
活
動
は
、
府
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
と
し
て
十
年
以

上
活
動
す
る
中
で
学
ん
だ
も
の
で
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
道
の
り
は
厳
し
い

で
す
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
つ

ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

【
団
体
の
部
・
最
優
秀
賞
】  

オ
ム
ロ
ン
綾
部
事
業
所
（
中
山
町
） 

　も
の
づ
く
り
だ
け
で
な
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源
を
含
め
た
生
産
性
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２
０
３
０

年
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
性
の
倍
増

に
挑
戦
し
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ん
や
関
連
企
業
と
連
携
し
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
目
指
し
ま
す
。 

【
団
体
の
部
・
優
秀
賞
】  

綾
部
地
区
自
治
会
連
合
会 

　令
和
２
年
に
、
家
庭
ご
み
を
20
年
後

に
半
分
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
。
雑
紙
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的

に
、
資
源
回
収
を
頻
繁
に
実
施
。
今
後

も
、
各
自
治
会
と
連
携
し
て
家
庭
ご
み

の
減
量
化
を
促
進
し
ま
す
。

市
は
昨
年
度
か
ら
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
貢
献
す
る
優
れ
た
取
り

組
み
を
表
彰
。
令
和
５
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
応
募
内
容
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
（
記
事
Ｉ
Ｄ
４
０
７
３
）

令
和
５
年
度

あ
や
べ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
表
彰

10月14日にあやべ・日東精工アリーナで表彰式を開催

受
賞
者
の
声
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　「世
界
の
火
薬
庫
」
と
言
わ
れ
る
中

東
の
地
に
、
再
び
戦
火
が
燃
え
広
が
っ

て
い
る
。
何
千
年
も
続
く
こ
の
土
地
の

奪
い
合
い
は
、
引
き
続
き
答
え
の
見
出

せ
な
い
消
耗
戦
に
陥
り
、
憎
し
み
の
連

鎖
だ
け
が
昂
じ
る
。
歴
史
的
な
民
族
の

対
立
と
相
容
れ
な
い
宗
教
の
教
義
、
さ

ら
に
石
油
を
巡
る
利
権
と
一
時
の
宗
主

国
イ
ギ
リ
ス
の
身
勝
手
な
裁
定
。
何
と

か
「
オ
ス
ロ
合
意
」
で
和
平
へ
の
道
が

開
か
れ
た
の
も
束
の
間
、
そ
の
約
束
は

い
と
も
簡
単
に
反
故
に
さ
れ
る
。
そ
し

て
機
能
不
全
の
国
際
機
関―

。

　世
界
連
邦
を
謳
う
本
市
は
イ
ス
ラ
エ

ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
に
よ
る
双
方

の
遺
児
ら
を
招
く
事
業
を
20
年
に
わ
た

り
継
続
し
て
き
た
。
２
０
０
３
年
に
綾

部
市
主
導
で
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
現
地
の
情
勢
や
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
で
見
合
わ
せ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ

の
春
も
亀
岡
市
の
協
力
の
も
と
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
は
１
万
キ

ロ
離
れ
た
極
東
で
平
和
を
謳
歌
す
る
日

本
の
地
方
都
市
に
来
て
顔
を
合
わ
せ
、

互
い
の
苦
悩
を
吐
露
す
る
。
最
初
は
戸

惑
い
も
あ
っ
た
が
交
流
の
深
ま
り
と
と

も
に
、
敵
と
み
な
し
て
い
た
相
手
の
心

情
も
悟
り
、
和
平
の
価
値
を
共
有
し
帰

国
し
て
い
っ
た
ば
か
り
だ
。

　本
市
の
住
民
に
も
過
去
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
両
国
の
若
者
と
意

義
あ
る
時
を
過
ご
し
、
別
れ
の
日
に
は

互
い
が
涙
、
涙
で
ハ
グ
す
る
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
た
経
験
を
も
つ
人
が
少

な
か
ら
ず
い
る
。
今
回
の
衝
突
で
は
連

日
の
悲
惨
な
光
景
を
伝
え
る
報
道
に
言

葉
を
失
い
、
さ
ぞ
や
心
を
痛
め
て
お
ら

れ
る
と
推
察
す
る
。
同
時
に
、
結
果
と

し
て
の
無
力
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
私
自
身
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。　平

和
と
安
寧
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
享

受
す
る
だ
け
で
な
く
何
か
で
き
な
い
の

か
、
と
い
う
焦
燥
と
苛
立
ち
に
も
似
た

慙
愧
の
念
は
拭
い
難
い
。
〝
微
力
で
も

無
力
で
は
な
い
〞
と
鼓
舞
し
た
言
葉
も

今
は
虚
し
く
響
く
。
そ
れ
で
も
、
た
と

え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
〝
今
日
の
夢
を

明
日
の
現
実
〞
に
す
べ
く
〝
大
河
の
一

滴
〞
に
な
り
得
る
術
を
、
地
球
市
民
た

る
一
人
一
人
が
愚
直
に
求
め
て
い
く
し

か
あ
る
ま
い
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

微
力
な
れ
ど
無
力
で
な
し

こ
う

さ
い
な

ざ
ん 

き

ぬ
ぐ

す
べ

う
た
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ポスター・作文コンクール

あ
や
バ
ス
絵
画
展

世界連邦推進綾部市小・中学生

　地球市民の集い実行委員会（委員長、山崎善
也・綾部市長）が平和と環境をテーマに行ってい
る、コンクールの受賞作品が決まりました。本年
度の応募はポスター322点、作文39点。入賞者
は次の皆さんです（敬称略、順不同）。 

　
市
は
、
「
第
13
回
あ
や
バ
ス
絵
画
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
は
計
２

２
３
点
（
園
児
85
点
、
１
年
生
50
点
、
２
年
生
54
点
、
３
年
生
34
点
）
。
入

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）
。
入
賞
作
品
は
「
移
動
絵
画
展
」
と

し
て
、
11
月
末
ま
で
あ
や
バ
ス
の
車
内
で
展
示
。
最
優
秀
賞
の
４
作
品
は
、

バ
ス
マ
ス
ク
と
し
て
車
両
前
面
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
部

優
秀
／
渡
邉
結
衣
（
東
綾
中
２
年
）
▽
原

田
莉
奈
（
豊
里
中
１
年
）
▽
大
槻
茉
穂

（
中
筋
小
５
年
）
▽
深
田
三
耀
（
同
） 

佳
作
／
磯
井
優
希
（
八
田
中
２
年
）
▽
藪

見
珂
音
（
豊
里
小
５
年
）

作
文
の
部

優
秀
／
浅
田
鈴
（
豊
里
中
１
年
）
▽
仲
江

春
馬
（
同
）
▽
原
田
莉
奈
（
同
） 

佳
作
／
稲
葉
枇
杷
子
（
上
林
中
２
年
）
▽

和
泉
桜
空
（
豊
里
中
１
年
）
▽
中
川
誠
士

郎
（
同
）
▽
丸
岡
晃
太
朗
（
同
）
▽
村
澤

音
々
花
（
西
八
田
小
６
年
）

ま 

ほ

園
児
の
部
・
５
歳
児

優
秀
賞
／
田
村
紗
月
（
綾
部
ひ
ま
わ
り
共

同
保
育
園
） 

桃
太
郎
賞
／
伊
藤
真
大（
同
）

佳
作
／
小
林
依
茉
（
豊
里
幼
児
園
）

小
学
生
の
部
・
１
年
生

優
秀
賞
／
四
方
優
糸
（
物
部
小
）
桃
太
郎

賞
／
梅
垣
來
歩
（
豊
里
小
）
佳
作
／
瀧

梨
乃
（
東
八
田
小
）

ま 

ひ
ろ

え 

まゆ 

い
と

こ 

う

小
学
生
の
部
・
２
年
生

優
秀
賞
／
山
崎
桜
佳
（
豊
里
小
）
桃
太
郎

賞
／
片
山
琥
太
郎
（
東
八
田
小
）
佳
作
／

伊
藤
旭
（
綾
部
小
）

小
学
生
の
部
・
３
年
生

優
秀
賞
／
出
野
紗
那
（
中
筋
小
）
桃
太
郎

賞
／
荻
野
杏
奈
（
同
）
佳
作
／
貞
岡
歩
果

（
同
）

（
上
か
ら
）篠
㟢
彩
純（
豊
里
幼
児
園
）、藤

澤
陽
向（
豊
里
小
１
年
）、山
本
里
菜（
同

２
年
）、四
方
杜
和（
吉
美
小
３
年
）

お
う 

か

あ
ゆ 

か

さ
ん
よ
う

や
ぶ

み 

か 

の
ん

り
んび 

わ 

こ

さ 

ら

ね 

ね 

か

長谷川桜菜（綾部小６年） 
る な

　長
崎
の
原
爆
資
料
館
に
行
き
、
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
戦
争
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
私
た
ち
は
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
絶
対
に
忘
れ
ず
に
、
悲
惨
さ
を
こ

れ
か
ら
も
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
武
力
よ
り
も
対
話
を
」。

そ
ん
な
世
界
を
、
私
は
切
に
願
う
。

（
要
約
） 

※
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
記
事
Ⅰ
Ｄ

４
１
５
９
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す 

原
田
萌
音
（
豊
里
中
１
年
）

武
力
よ
り
も
対
話
を

― 最優秀作品 ― 

―
 

最
優
秀
作
品 ―

 

も 

ね

と 

わ

ひ
な
た

あ
す
み

【
個
人
の
部
・
最
優
秀
賞
】 

谷
山
光
さ
ん
（
位
田
町
） 

　今
回
受
賞
し
た
活
動
は
、
府
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
と
し
て
十
年
以

上
活
動
す
る
中
で
学
ん
だ
も
の
で
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
道
の
り
は
厳
し
い

で
す
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
つ

ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

【
団
体
の
部
・
最
優
秀
賞
】  

オ
ム
ロ
ン
綾
部
事
業
所
（
中
山
町
） 

　も
の
づ
く
り
だ
け
で
な
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源
を
含
め
た
生
産
性
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２
０
３
０

年
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
性
の
倍
増

に
挑
戦
し
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ん
や
関
連
企
業
と
連
携
し
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
目
指
し
ま
す
。 

【
団
体
の
部
・
優
秀
賞
】  

綾
部
地
区
自
治
会
連
合
会 

　令
和
２
年
に
、
家
庭
ご
み
を
20
年
後

に
半
分
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
。
雑
紙
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的

に
、
資
源
回
収
を
頻
繁
に
実
施
。
今
後

も
、
各
自
治
会
と
連
携
し
て
家
庭
ご
み

の
減
量
化
を
促
進
し
ま
す
。

市
は
昨
年
度
か
ら
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
貢
献
す
る
優
れ
た
取
り

組
み
を
表
彰
。
令
和
５
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
応
募
内
容
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
（
記
事
Ｉ
Ｄ
４
０
７
３
）

令
和
５
年
度

あ
や
べ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
表
彰

10月14日にあやべ・日東精工アリーナで表彰式を開催

受
賞
者
の
声
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　「世
界
の
火
薬
庫
」
と
言
わ
れ
る
中

東
の
地
に
、
再
び
戦
火
が
燃
え
広
が
っ

て
い
る
。
何
千
年
も
続
く
こ
の
土
地
の

奪
い
合
い
は
、
引
き
続
き
答
え
の
見
出

せ
な
い
消
耗
戦
に
陥
り
、
憎
し
み
の
連

鎖
だ
け
が
昂
じ
る
。
歴
史
的
な
民
族
の

対
立
と
相
容
れ
な
い
宗
教
の
教
義
、
さ

ら
に
石
油
を
巡
る
利
権
と
一
時
の
宗
主

国
イ
ギ
リ
ス
の
身
勝
手
な
裁
定
。
何
と

か
「
オ
ス
ロ
合
意
」
で
和
平
へ
の
道
が

開
か
れ
た
の
も
束
の
間
、
そ
の
約
束
は

い
と
も
簡
単
に
反
故
に
さ
れ
る
。
そ
し

て
機
能
不
全
の
国
際
機
関―

。

　世
界
連
邦
を
謳
う
本
市
は
イ
ス
ラ
エ

ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
に
よ
る
双
方

の
遺
児
ら
を
招
く
事
業
を
20
年
に
わ
た

り
継
続
し
て
き
た
。
２
０
０
３
年
に
綾

部
市
主
導
で
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
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現
地
の
情
勢
や
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
で
見
合
わ
せ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ

の
春
も
亀
岡
市
の
協
力
の
も
と
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
は
１
万
キ

ロ
離
れ
た
極
東
で
平
和
を
謳
歌
す
る
日

本
の
地
方
都
市
に
来
て
顔
を
合
わ
せ
、

互
い
の
苦
悩
を
吐
露
す
る
。
最
初
は
戸

惑
い
も
あ
っ
た
が
交
流
の
深
ま
り
と
と

も
に
、
敵
と
み
な
し
て
い
た
相
手
の
心

情
も
悟
り
、
和
平
の
価
値
を
共
有
し
帰

国
し
て
い
っ
た
ば
か
り
だ
。

　本
市
の
住
民
に
も
過
去
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
両
国
の
若
者
と
意

義
あ
る
時
を
過
ご
し
、
別
れ
の
日
に
は

互
い
が
涙
、
涙
で
ハ
グ
す
る
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
た
経
験
を
も
つ
人
が
少

な
か
ら
ず
い
る
。
今
回
の
衝
突
で
は
連

日
の
悲
惨
な
光
景
を
伝
え
る
報
道
に
言

葉
を
失
い
、
さ
ぞ
や
心
を
痛
め
て
お
ら

れ
る
と
推
察
す
る
。
同
時
に
、
結
果
と

し
て
の
無
力
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
私
自
身
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。　平

和
と
安
寧
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
享

受
す
る
だ
け
で
な
く
何
か
で
き
な
い
の

か
、
と
い
う
焦
燥
と
苛
立
ち
に
も
似
た

慙
愧
の
念
は
拭
い
難
い
。
〝
微
力
で
も

無
力
で
は
な
い
〞
と
鼓
舞
し
た
言
葉
も

今
は
虚
し
く
響
く
。
そ
れ
で
も
、
た
と

え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
〝
今
日
の
夢
を

明
日
の
現
実
〞
に
す
べ
く
〝
大
河
の
一

滴
〞
に
な
り
得
る
術
を
、
地
球
市
民
た

る
一
人
一
人
が
愚
直
に
求
め
て
い
く
し

か
あ
る
ま
い
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

微
力
な
れ
ど
無
力
で
な
し

こ
う

さ
い
な

ざ
ん 

き

ぬ
ぐ

す
べ

う
た



バルーン作りで自己表現力を育む
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拡大版！

楽しみながら平和や環境を考える日に
　地球市民の集い（同実行委員会主催、綾部商工会議所青年
部共催）が10月14日、西町三丁目のあやべ・日東精工アリー
ナ（市民センター）で開催。約700人が参加し、職業体験「あ
やザニア」や市民憲章をモチーフにしたリアル版すごろく
ゲーム、環境に関する講演や体験会など多彩な催しを楽しみ
ました。物部小学校６年生の岩田大和君は「参加は２回目。
市民憲章のすごろくゲームが楽しかった。ごみのポイ捨てな
ど正しくない行動をしないよう、友だちにも呼び掛けたい」
と環境への意識を高めていました。

秋晴れのもと、古墳まつりにぎわう
　「第30回私市円山古墳まつり」（私市円山古墳
を守る会主催）が11月３日、私市町の私市円山
古墳公園で盛大に開催。地元自治会による模擬
店、新鮮な野菜の販売などのほか、歌や太鼓、

バンド演奏など
のステージがあ
り、秋晴れの空
の下、約2,800人
の来場者でにぎ
わいました。

猛暑乗り越え大輪並ぶ
　第30回市菊花展（市シルバー人材センター、
市菊花会共催）が11月２～４日、あやべ・日東
精工アリーナ（市民センター、西町三丁目）
で、市総合文化祭作品展と同時に開催されまし
た。同会の内藤正雄会長は「今年は猛暑で育て
るのが大変だったと思うが、手入れが行き届い
た花ばかり」と講評。22人と２団体が丹精を込
めて育てた色とりどりの菊が会場を彩り、訪れ
た人は写真を撮るなどして、大輪の菊を楽しみ
ました。

雨の中多くの家族連れでにぎわう
　「海の京都」綾部地区協議会（高橋辰夫座長）は10月
21日、青野町のあやべグンゼスクエアで綾のまちめぐり
フェスを開催しました。あやべ地域交流大使のシャンプー
ハットてつじさんによるシルクスクリーンワークショップ

やおつかいウォークラリー、ク
イズなど多彩なイベントで大盛
況。謎解きゲームに参加した綾
部小学校２年生の福山陽莉さん
は「難しい問題もあったけど楽
しかった」と笑顔でした。

ひなり

　八田中学校で10月17日、鳥取県立博物館の美術振興課専門員、佐
藤真菜さんと山本亮さんを講師に、豊かな自己表現力を育むワーク

ショップが開催されました。
同校生徒や八田幼稚園の園
児、日本語学校で学ぶ生徒など約90人が、ビニールのシー
トにカラフルなテープを思い思いに装飾し、大きなバルー
ンを作り上げる創作活動に取り組みました。
　田中健斗さん（同校３年）は「飾り付けに一人ひとりの
個性がよく出ていて面白かった」と笑顔。澤田響さん
（同）は「自分だと思いつかない表現があった」と刺激を
受けた様子でした。

　「第71回綾部市総合文化祭」（綾部
市文化協会主催）の作品展が11月２～
４日、あやべ・日東精工アリーナ（市
民センター、西町三丁目）で開かれま
した。会場には、書や絵画、写真、生
け花など約1,203点が展示され、来場
者は一つひとつの作品に見入っていま
した。
　また、期間中開催された「一日文化
体験教室」も盛況。組み紐作りを体験
した今井五月さんは「以前から一度
やってみたいと思っていた。糸を編ん
でいくのが面白かった」と話しまし
た。 

作品や体験で
芸術の秋を楽しむ

ひなり
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ど正しくない行動をしないよう、友だちにも呼び掛けたい」
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　「第30回私市円山古墳まつり」（私市円山古墳
を守る会主催）が11月３日、私市町の私市円山
古墳公園で盛大に開催。地元自治会による模擬
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ひなり

　八田中学校で10月17日、鳥取県立博物館の美術振興課専門員、佐
藤真菜さんと山本亮さんを講師に、豊かな自己表現力を育むワーク

ショップが開催されました。
同校生徒や八田幼稚園の園
児、日本語学校で学ぶ生徒など約90人が、ビニールのシー
トにカラフルなテープを思い思いに装飾し、大きなバルー
ンを作り上げる創作活動に取り組みました。
　田中健斗さん（同校３年）は「飾り付けに一人ひとりの
個性がよく出ていて面白かった」と笑顔。澤田響さん
（同）は「自分だと思いつかない表現があった」と刺激を
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た。 

作品や体験で
芸術の秋を楽しむ

ひなり
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考
え
る

⑲
人
権
週
間

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

シ
リ
ー
ズ
で
人
権
に
関

す
る
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

何
事
も
初
め
か
ら
決
め
つ
け
な
い

　日
々
の
生
活
で
、
無
意
識
の
う
ち
に

「
偏
見
」で
物
事
を
見
て
い
ま
せ
ん
か
。

人
は
何
か
を
判
断
す
る
と
き
に
過
去
の

経
験
な
ど
か
ら
自
分
の
も
の
さ
し
（
判

断
基
準
）
を
使
い
ま
す
が
、
そ
の
基
準

が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
男
の
く
せ
に…

」
「
血
液
型
は
○
○

型
だ
か
ら…

」
な
ど
の
考
え
方
も
思
い

込
み
や
偏
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　初
め
か
ら
何
か
を
決
め
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ「
個
性
」

＝
「
そ
の
人
自
身
」
を
見
つ
け
て
、
認

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

12
月
４
〜
10
日
は
人
権
週
間

　12
月
10
日
は
、
世
界
各
国
で「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
る「
人
権
デ
ー
」で
す
。

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月
10
日
、

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人
権

宣
言
」
を
記
念
し
、
１
９
５
０
（
昭
和

25
）
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　日
本
で
は
世
界
人
権
宣
言
採
択
の
翌

年
の
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
に
、
12
月

４
〜
10
日
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
以
降
、
毎
年
全
国
で
啓
発
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
よ
う

　「
人
権
」
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
生

ま
れ
た
時
か
ら
持
っ
て
い
る
「
自
分
ら

し
く
生
き
る
」
権
利
の
こ
と
。
み
ん
な

が
み
ん
な
違
う
よ
う
に
、
同
じ
人
は
誰

も
い
ま
せ
ん
。

　一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
た
り
、

自
分
や
相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
切
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
一
週
間
に

し
ま
し
ょ
う
。
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Ｒ
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Ｒ
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す
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め
の
手
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の
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と
り
が

で
き
る
ご
み
減
量
化
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介
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参
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フ
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ど
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リ
サ
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（
再
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用
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・
ご
み
の
分
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を
徹
底
し
、
紙
類
な
ど

は
資
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と
し
て
出
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・
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
は
、

地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
実
施
す
る
資

源
回
収
に
出
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リ
ユ
ー
ス
品
を
展
示
・
販
売

　市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
椅
子
、

テ
ー
ブ
ル
等
の
家
具
類
を
展
示
・
販
売

し
て
い
ま
す
＝
写
真
上
。
同
セ
ン
タ
ー

に
お
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な

り
、
購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
そ
の

場
で
す
ぐ
に
お
渡
し
し
ま
す
。 

　電
話
、
メ
ー
ル
等
で
の
予
約
や
購
入

後
の
返
品
・
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
環
境
保
全
課
）

☎（
42
）１
４
８
９
へ
。

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

見
つ
け
て
も
ら
え
た
光
野
の
良
さ

　打
面
の
直
径
約
１
㍍
の
「
於
見
の
太

鼓
」
は
、
光
野
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で

す
。
近
年
た
た
き
手
が
い
な
か
っ
た
伝

統
の
太
鼓
を
復
活
さ
せ
次
世
代
に
継
承

し
よ
う
と
、
光
野
は
平
成
25
年
に
水
源

の
里
に
加
盟
。
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ヒ
カ
ル
く
ん
」
や
観
光
マ
ッ
プ

の
作
成
▽
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
活
動
報
告―

な
ど
、

着
実
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　平
成
26
年
に
は
樹
高
33
㍍
、
府
内
で

２
番
目
の
大
き
さ
を
誇
る
大
カ
ツ
ラ
の

下
に
、
絶
滅
寸
前
種
で
府
指
定
希
少
野

生
生
物
「
ヒ
メ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
」
を
発
見
。

学
術
調
査
や
観
光
な
ど
に
多
く
の
人
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
光
野
の

代
表
、
澁
谷
満
男
さ
ん
は
「
光
野
に
訪

れ
た
人
が
カ
ツ
ラ
や
希
少
植
物
を
は
じ

め
地
元
の
魅
力
を
発
見
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
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で
頑
張
っ
て
き
た
活
動
も
認
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れ
る
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に
な
り
、感
謝
し
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い
る
。

今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
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に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
光
野
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、あ
や
べ
水
源
の
里
。

そ
の
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動
を
順
に
紹
介
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な
が
ら
集
落
の
元
気

の
ヒ
ミ
ツ
や
日
々
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く
暮
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コ
ツ
を
探
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ま
す
。

2025年11月15～26日
東京デフリンピックが
開催されます
（ろう者のオリンピック）
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ツ
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つながろう

手話
で

　大注目の作詞家・小説家が読み解く、破天荒な
江戸文芸の世界！新感覚文芸エッセイ12本に加
え、芥川賞候補にもなった著者による３本のリメ
イク短編小説を収録しています。

おすすめ
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。
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近
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文

芸
に
触
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て
み
ま
せ
ん
か
？

芋煮会に参加した多くの関係者と記念撮影する
代表の澁谷さん（前列右端） 

お
お 

み

両手を開いて交互に振る
（走る様子）

交流会ではたたき手を招くなど、積極的に太鼓を活用
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加
盟
。
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ヒ
カ
ル
く
ん
」
や
観
光
マ
ッ
プ

の
作
成
▽
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
活
動
報
告―

な
ど
、

着
実
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　平
成
26
年
に
は
樹
高
33
㍍
、
府
内
で

２
番
目
の
大
き
さ
を
誇
る
大
カ
ツ
ラ
の

下
に
、
絶
滅
寸
前
種
で
府
指
定
希
少
野

生
生
物
「
ヒ
メ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
」
を
発
見
。

学
術
調
査
や
観
光
な
ど
に
多
く
の
人
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
光
野
の

代
表
、
澁
谷
満
男
さ
ん
は
「
光
野
に
訪

れ
た
人
が
カ
ツ
ラ
や
希
少
植
物
を
は
じ

め
地
元
の
魅
力
を
発
見
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
活
動
も
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、感
謝
し
て
い
る
。

今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
人
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
光
野
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、あ
や
べ
水
源
の
里
。

そ
の
活
動
を
順
に
紹
介

し
な
が
ら
集
落
の
元
気

の
ヒ
ミ
ツ
や
日
々
を
楽

し
く
暮
ら
す
コ
ツ
を
探

り
ま
す
。

2025年11月15～26日
東京デフリンピックが
開催されます
（ろう者のオリンピック）

今
月
の
手
話ス

ポ
ー
ツ

水
源
の
里
・

　光 
野

つながろう

手話
で

　大注目の作詞家・小説家が読み解く、破天荒な
江戸文芸の世界！新感覚文芸エッセイ12本に加
え、芥川賞候補にもなった著者による３本のリメ
イク短編小説を収録しています。

おすすめ
ポイント

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini

江戸ＰＯＰ道中文字栗毛
著者＝児玉雨子
出版社＝集英社

　古
典
や
近
世
文
芸
に
興

味
が
あ
る
人
に
お
す
す
め
。

ま
ず
は
こ
の
本
で
近
世
文

芸
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

芋煮会に参加した多くの関係者と記念撮影する
代表の澁谷さん（前列右端） 

お
お 

み

両手を開いて交互に振る
（走る様子）

交流会ではたたき手を招くなど、積極的に太鼓を活用



綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101  FAX（0773）46ー0610  総務課

ＡＩにできない
真 心 の し ご と
一緒に実感しませんか？

職員募集！

※職種 介護職員（特養）、管理栄養士、調理員
 訪問介護員、ケアマネジャー、送迎員
詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
施
設
付
近
の
除
雪
は
、
早
め

に
地
域
で
お
願
い
し
ま
す
。
円
滑

に
進
む
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課

　☎（
42
）４
２
８
０

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

　市
は
「
障
害
者
週
間
（
12
月
３

〜
９
日
）」
に
ち
な
ん
で
、
の
ぞ

み
作
品
展
を
開
催
。書
や
絵
手
紙
、

陶
芸
、
ク
ラ
フ
ト
、
折
り
紙
、
布

は
り
絵
、
木
工
、
五
七
五
こ
と
ば

遊
び
な
ど
、
市
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ぞ
み
の
講
座
に
通
う
受

講
生
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
１
日（
金
）〜
６
日

（
水
）８
時
30
分
〜
17
時
。た
だ
し
、

２
日（
土
）、
３
日（
日
）は
10
時
〜

16
時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。

問
障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

13
時
〜
14
時
。
受
け
付
け
は
正
午

〜
。
場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里

町
）。
対
象
／
平
成
15
年
４
月
２

日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
。
内
容
／
市
長
式
辞
、
来

賓
祝
辞
、
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ほ
か
。

問
社
会
教
育
課

　☎（
42
）４
３
２
６

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋

や
土
地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど

把
握
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
や
土
地
の
用
途
変
更
は
、
税

務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

除
雪
に
ご
協
力
を

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
は
本
年
度
も
除
雪
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
路
上
駐
車
や
破
損
の
恐
れ

の
あ
る
物
は
、
事
前
に
移
動
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
路
上
に
垂

れ
下
が
る
竹
木
は
、
所
有
者
で
伐

ま
す
。
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
集
積
所
に
ほ
か
の
ご
み
が
混

在
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、

30
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
粗
大

ご
み
は
有
料
で
す
。
時
間
は
、
９

時
か
ら
正
午
ま
で
と
13
時
か
ら
16

時
ま
で
。30
日
は
15
時
ま
で
で
す
。

29
日
の
収
集
地
区
／
綾
部
（
月
・

木
曜
日
の
収
集
地
域
）、
豊
里
、

物
部
、
志
賀
郷
、
吉
美
、
山
家
、

口
上
林
、
中
上
林
、
奥
上
林
、
七

百
石
（
大
谷
）。
30
日
の
収
集
地

区
／
綾
部
（
火
・
金
曜
日
の
収
集

地
域
）、中
筋
、西
八
田
、東
八
田
。

そ
の
他
／
年
始
は
、
１
月
４
日

（
木
）か
ら
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。

問
環
境
保
全
課

　☎（
42
）１
４
８
９

　F（
43
）２
８
４
０

令
和
６
年
綾
部
市
二
十
歳
の
集
い

　市
は
、
本
年
度
に
20
歳
の
節
目

を
迎
え
る
人
を
対
象
に
「
令
和
６

年
綾
部
市
二
十
歳
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
11
月
中

に
案
内
を
送
り
ま
す
。

日
時
／
令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
12
月
19
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、西
町
三
丁
目
）。

対
象
／
綾
部
市
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　永
井
智
子

　☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

　障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

犯
罪
被
害
者
週
間

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
社
会
全

体
で
被
害
者
や
そ
の
家
族
を
支
え

ま
し
ょ
う
。

　被
害
者
や
そ
の
家
族
に
は
、
被

害
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的

シ
ョ
ッ
ク
や
身
体
の
不
調
▽
通

院
・
医
療
費
な
ど
の
経
済
的
負
担

▽
捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る

精
神
的
・
時
間
的
負
担
▽
周
囲
の

心
な
い
言
葉
や
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

に
よ
る
ス
ト
レ
ス―

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
被

害
者
の
心
の
傷
の
回
復
に
は
、
周

囲
の
理
解
と
共
感
が
大
切
で
す
。

被
害
者
を
責
め
た
り
、
無
理
に
励

ま
し
た
り
す
る
こ
と
は
避
け
ま

も
早
く
指
名
手
配
被
疑
者
を
検
挙

す
る
た
め
に
は
、
警
察
に
よ
る
日

ご
ろ
の
捜
査
活
動
に
加
え
て
、
皆

さ
ん
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

　「こ
の
人
に
よ
く
似
て
い
る
。

も
し
か
し
た
ら…

」と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
１
１
０
番
か
綾
部
警
察
署

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
警
察
署

　☎（
43
）０
１
１
０

放
課
後
学
級
入
級
児
童

　市
教
育
委
員
会
は
、
令
和
６
年

度
放
課
後
児
童
健
全
育
成
学
級
の

入
級
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
の
小
学
校
に
通
う
１

〜
６
年
生
で
、
昼
間
に
家
庭
で
保

護
・
育
成
で
き
な
い
児
童
。
入
級

区
分
／
通
年
（
１
年
を
通
じ
て
入

級
）、
春
休
み
の
み
（
令
和
６
年

４
月
と
令
和
７
年
３
月
の
春
休

み
）、
夏
休
み
の
み
（
令
和
６
年

７
月
と
８
月
の
夏
休
み
）、
冬
休

み
の
み
（
令
和
６
年
12
月
と
令
和

７
年
１
月
の
冬
休
み
）。
負
担
金

／
通
年
＝
月
額
４
０
０
０
円
〜
９

０
０
０
円
（
月
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）。
春
休
み
・
冬
休
み
の
み

し
ょ
う
。
被
害
者
が
再
び
平
穏
な

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　犯
罪
被
害
者
の
精
神
的
・
経
済

的
な
負
担
軽
減
の
た
め
、
公
費
負

担
制
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
綾
部
警

察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
／
京
都
犯
罪
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
60
）７

８
３
０
、
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１

２
０（
78
）３
９
７
４
、
性
犯
罪
相

談
ダ
イ
ヤ
ル「
ハ
ー
ト
さ
ん
」☎
０

１
２
０（
８
１
０
３
）３
９
・＃
８

１
０
３
、
京
都
性
暴
力
被
害
者
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
京
都
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）☎
０
７
５（
２

２
２
）７
７
１
１
。

問
同
警
察
署

　☎（
43
）０
１
１
０

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に
ご
協
力
を

　11
月
は
指
名
手
配
被
疑
者
捜
査

強
化
月
間
で
す
。
本
年
８
月
末
現

在
、
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配

さ
れ
て
い
る
被
疑
者
は
約
５
４
０

人
に
上
り
ま
す
。
警
察
で
は
、
11

月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
、
指
名
手
配
被
疑
者
の
早
期
検

挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
日

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

台
風
７
号
に
伴
う
熱
中
症
対

策
用
電
化
製
品
購
入
等
補
助

　台
風
７
号
で
被
災
し
た
人
の
熱

中
症
対
策
の
た
め
、
破
損
や
滅
失

し
た
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
の
購
入

等
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
者
／
▽
本
市
に
住
所
を
有
し

て
い
る
▽
台
風
７
号
に
よ
り
床
上

浸
水
や
床
下
浸
水
等
の
被
害
を
受

け
た
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
▽
災

害
で
既
存
の
エ
ア
コ
ン
と
冷
蔵
庫

が
破
損
し
、
購
入
や
修
理
し
た―

人
。
補
助
内
容
／
８
月
15
日（
火
）

〜
12
月
28
日（
木
）の
期
間
に
支

払
っ
た
経
費
。
冷
蔵
庫
＝
対
象
経

費
の
２
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）。

エ
ア
コ
ン
＝
対
象
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
６
万
円
）。
窓
口
受
付

期
限
／
令
和
６
年
３
月
29
日（
金
）。

問
障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
５
４

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

　市
は
、
12
月
29
日（
金
）と
30
日

（
土
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集
を
行
い

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

＝
月
額
２
０
０
０
円
。
夏
休
み
の

み
＝
７
月
６
０
０
０
円
、
８
月
９

０
０
０
円
。
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

は
減
免
制
度
あ
り
。
申
し
込
み
／

11
月
20
日（
月
）〜
12
月
１
日（
金
）

に
、
電
子
申
請
す
る
か
、
各
放
課

後
学
級
か
社
会
教
育
課
へ
持
参
。

入
級
決
定
／
３
月
上
旬
に
通
知
。

そ
の
他
／
長
期
休
業
中
の
み
の
入

級
を
希
望
す
る
場
合
も
、
募
集
期

間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
等
の
関
係
で
、
長
期
休
業
直

前
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
６

　11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
５
７
８
人
（
男
１

４
６
７
１
、
女
１
５
９
０
７
）。
世

帯
数
は
１
３
７
９
８
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

10
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
１
７
㌧
（
前
年
比
１
・

８
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
83
㌧
（
同
０
・
３
㌫

増
）
で
し
た
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101  FAX（0773）46ー0610  総務課

ＡＩにできない
真 心 の し ご と
一緒に実感しませんか？

職員募集！

※職種 介護職員（特養）、管理栄養士、調理員
 訪問介護員、ケアマネジャー、送迎員
詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
施
設
付
近
の
除
雪
は
、
早
め

に
地
域
で
お
願
い
し
ま
す
。
円
滑

に
進
む
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課

　☎（
42
）４
２
８
０

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

　市
は
「
障
害
者
週
間
（
12
月
３

〜
９
日
）」
に
ち
な
ん
で
、
の
ぞ

み
作
品
展
を
開
催
。書
や
絵
手
紙
、

陶
芸
、
ク
ラ
フ
ト
、
折
り
紙
、
布

は
り
絵
、
木
工
、
五
七
五
こ
と
ば

遊
び
な
ど
、
市
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ぞ
み
の
講
座
に
通
う
受

講
生
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
１
日（
金
）〜
６
日

（
水
）８
時
30
分
〜
17
時
。た
だ
し
、

２
日（
土
）、
３
日（
日
）は
10
時
〜

16
時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。

問
障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

13
時
〜
14
時
。
受
け
付
け
は
正
午

〜
。
場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里

町
）。
対
象
／
平
成
15
年
４
月
２

日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
。
内
容
／
市
長
式
辞
、
来

賓
祝
辞
、
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ほ
か
。

問
社
会
教
育
課

　☎（
42
）４
３
２
６

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋

や
土
地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど

把
握
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
や
土
地
の
用
途
変
更
は
、
税

務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

除
雪
に
ご
協
力
を

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
は
本
年
度
も
除
雪
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
路
上
駐
車
や
破
損
の
恐
れ

の
あ
る
物
は
、
事
前
に
移
動
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
路
上
に
垂

れ
下
が
る
竹
木
は
、
所
有
者
で
伐

ま
す
。
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
集
積
所
に
ほ
か
の
ご
み
が
混

在
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、

30
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
粗
大

ご
み
は
有
料
で
す
。
時
間
は
、
９

時
か
ら
正
午
ま
で
と
13
時
か
ら
16

時
ま
で
。30
日
は
15
時
ま
で
で
す
。

29
日
の
収
集
地
区
／
綾
部
（
月
・

木
曜
日
の
収
集
地
域
）、
豊
里
、

物
部
、
志
賀
郷
、
吉
美
、
山
家
、

口
上
林
、
中
上
林
、
奥
上
林
、
七

百
石
（
大
谷
）。
30
日
の
収
集
地

区
／
綾
部
（
火
・
金
曜
日
の
収
集

地
域
）、中
筋
、西
八
田
、東
八
田
。

そ
の
他
／
年
始
は
、
１
月
４
日

（
木
）か
ら
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。

問
環
境
保
全
課

　☎（
42
）１
４
８
９

　F（
43
）２
８
４
０

令
和
６
年
綾
部
市
二
十
歳
の
集
い

　市
は
、
本
年
度
に
20
歳
の
節
目

を
迎
え
る
人
を
対
象
に
「
令
和
６

年
綾
部
市
二
十
歳
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
11
月
中

に
案
内
を
送
り
ま
す
。

日
時
／
令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
12
月
19
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、西
町
三
丁
目
）。

対
象
／
綾
部
市
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　永
井
智
子

　☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

　障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

犯
罪
被
害
者
週
間

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
社
会
全

体
で
被
害
者
や
そ
の
家
族
を
支
え

ま
し
ょ
う
。

　被
害
者
や
そ
の
家
族
に
は
、
被

害
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的

シ
ョ
ッ
ク
や
身
体
の
不
調
▽
通

院
・
医
療
費
な
ど
の
経
済
的
負
担

▽
捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る

精
神
的
・
時
間
的
負
担
▽
周
囲
の

心
な
い
言
葉
や
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

に
よ
る
ス
ト
レ
ス―

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
被

害
者
の
心
の
傷
の
回
復
に
は
、
周

囲
の
理
解
と
共
感
が
大
切
で
す
。

被
害
者
を
責
め
た
り
、
無
理
に
励

ま
し
た
り
す
る
こ
と
は
避
け
ま

も
早
く
指
名
手
配
被
疑
者
を
検
挙

す
る
た
め
に
は
、
警
察
に
よ
る
日

ご
ろ
の
捜
査
活
動
に
加
え
て
、
皆

さ
ん
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

　「こ
の
人
に
よ
く
似
て
い
る
。

も
し
か
し
た
ら…

」と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
１
１
０
番
か
綾
部
警
察
署

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
警
察
署

　☎（
43
）０
１
１
０

放
課
後
学
級
入
級
児
童

　市
教
育
委
員
会
は
、
令
和
６
年

度
放
課
後
児
童
健
全
育
成
学
級
の

入
級
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
の
小
学
校
に
通
う
１

〜
６
年
生
で
、
昼
間
に
家
庭
で
保

護
・
育
成
で
き
な
い
児
童
。
入
級

区
分
／
通
年
（
１
年
を
通
じ
て
入

級
）、
春
休
み
の
み
（
令
和
６
年

４
月
と
令
和
７
年
３
月
の
春
休

み
）、
夏
休
み
の
み
（
令
和
６
年

７
月
と
８
月
の
夏
休
み
）、
冬
休

み
の
み
（
令
和
６
年
12
月
と
令
和

７
年
１
月
の
冬
休
み
）。
負
担
金

／
通
年
＝
月
額
４
０
０
０
円
〜
９

０
０
０
円
（
月
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）。
春
休
み
・
冬
休
み
の
み

し
ょ
う
。
被
害
者
が
再
び
平
穏
な

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　犯
罪
被
害
者
の
精
神
的
・
経
済

的
な
負
担
軽
減
の
た
め
、
公
費
負

担
制
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
綾
部
警

察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
／
京
都
犯
罪
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
60
）７

８
３
０
、
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１

２
０（
78
）３
９
７
４
、
性
犯
罪
相

談
ダ
イ
ヤ
ル「
ハ
ー
ト
さ
ん
」☎
０

１
２
０（
８
１
０
３
）３
９
・＃
８

１
０
３
、
京
都
性
暴
力
被
害
者
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
京
都
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）☎
０
７
５（
２

２
２
）７
７
１
１
。

問
同
警
察
署

　☎（
43
）０
１
１
０

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に
ご
協
力
を

　11
月
は
指
名
手
配
被
疑
者
捜
査

強
化
月
間
で
す
。
本
年
８
月
末
現

在
、
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配

さ
れ
て
い
る
被
疑
者
は
約
５
４
０

人
に
上
り
ま
す
。
警
察
で
は
、
11

月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
、
指
名
手
配
被
疑
者
の
早
期
検

挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
日

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

台
風
７
号
に
伴
う
熱
中
症
対

策
用
電
化
製
品
購
入
等
補
助

　台
風
７
号
で
被
災
し
た
人
の
熱

中
症
対
策
の
た
め
、
破
損
や
滅
失

し
た
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
の
購
入

等
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
者
／
▽
本
市
に
住
所
を
有
し

て
い
る
▽
台
風
７
号
に
よ
り
床
上

浸
水
や
床
下
浸
水
等
の
被
害
を
受

け
た
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
▽
災

害
で
既
存
の
エ
ア
コ
ン
と
冷
蔵
庫

が
破
損
し
、
購
入
や
修
理
し
た―

人
。
補
助
内
容
／
８
月
15
日（
火
）

〜
12
月
28
日（
木
）の
期
間
に
支

払
っ
た
経
費
。
冷
蔵
庫
＝
対
象
経

費
の
２
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）。

エ
ア
コ
ン
＝
対
象
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
６
万
円
）。
窓
口
受
付

期
限
／
令
和
６
年
３
月
29
日（
金
）。

問
障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
５
４

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

　市
は
、
12
月
29
日（
金
）と
30
日

（
土
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集
を
行
い

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

＝
月
額
２
０
０
０
円
。
夏
休
み
の

み
＝
７
月
６
０
０
０
円
、
８
月
９

０
０
０
円
。
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

は
減
免
制
度
あ
り
。
申
し
込
み
／

11
月
20
日（
月
）〜
12
月
１
日（
金
）

に
、
電
子
申
請
す
る
か
、
各
放
課

後
学
級
か
社
会
教
育
課
へ
持
参
。

入
級
決
定
／
３
月
上
旬
に
通
知
。

そ
の
他
／
長
期
休
業
中
の
み
の
入

級
を
希
望
す
る
場
合
も
、
募
集
期

間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
等
の
関
係
で
、
長
期
休
業
直

前
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
６

　11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
５
７
８
人
（
男
１

４
６
７
１
、
女
１
５
９
０
７
）。
世

帯
数
は
１
３
７
９
８
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

10
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
１
７
㌧
（
前
年
比
１
・

８
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
83
㌧
（
同
０
・
３
㌫

増
）
で
し
た
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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623-0362  京都府綾部市物部町濁渕36
代表　岩﨑  拓也

TEL：0773－21－9013　FAX：0773－21－9035
E-mail：ayabesekizai@gmail.com　H.P：ayabesekizai.com

離
乳
食
講
座

■日 

12
月
１
日（
金
）

■時 

離
乳
食
初
期
＝
９
時
30
分
〜
10
時
30

分
、後
期
＝
10
時
45
分
〜
11
時
45
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

保
護
者
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 

12
月
10
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

5
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
親
子
対

象
。
参
加
費
４
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

12
月
13
日（
水
）■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

栗
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

■日 

12
月
14
日（
木
）、
15
日（
金
）

■時 

14
時
〜
16
時

※

定
員
８
人
。
参
加
費
４
０
０
円
。

テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要

■場 

■申
■問 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
48
）０
３
１
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日 

12
月
26
日（
火
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

や
ま
が
元
気
ウ
ォ
ー
ク
〜
有
道
佐
一

画
伯
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅
〜

■日 

12
月
２
日（
土
）■時 

９
時
〜

■場 

山
家
駅
前
広
場
（
上
原
町
）

※

11
月
24
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
み

必
要
。
参
加
費
１
０
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）

■申
■問 

山
家
公
民
館

　☎（
46
）０
３
４
５
F（
46
）０
８
４
９

健
康
い
き
い
き
料
理
教
室

■日 

12
月
７
日（
木
）■時 

10
時
〜
13
時

※

市
内
在
住
の
人
対
象
。定
員
12
人
。

参
加
費
５
０
０
円

■場 

■申
■問 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
48
）０
３
１
１

市
民
葉
ぼ
た
ん
展

■日 

12
月
８
日（
金
）〜
10
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

※

10
日
は
15
時
ま
で

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０
F（
42
）９
０
２
９

第
43
回
綾
部
市
公
民
館
大
会

■日 

12
月
９
日（
土
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
25
分

■場 

中
央
公
民
館
（
里
町
）

■問 

社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

第
９
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ア

■日 

12
月
24
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

※

入
場
料
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

■日 
12
月
１
日（
金
）■時 

10
時
〜
16
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

10
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

耳
の
こ
と
相
談 

■日 

12
月
４
日（
月
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

育
児
相
談

■日 

12
月
５
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

12
月
６
、20
日（
水
）
■時 

13
時
〜
16
時

■場 

６
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、20
日
＝
市
役
所
会
計
課
横

会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

12
月
６
、
20
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１
F（
42
）２
０
３
０

も
の
忘
れ
相
談

■日 
12
月
６
日（
水
）■時 

14
時
〜
16
時

■場 
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
２
組
。
自
宅
等
へ
の
訪
問
対

応
可
能

■申
■問 

地
域
包
括
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
２
F（
42
）０
０
４
８

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

12
月
８
日（
金
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）、
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合

町
）、
物
部
会
館
（
物
部
町
）

※

上
林
、
物
部
会
場
は
２
日
前
ま
で

に
申
し
込
み
必
要

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日 

12
月
12
、
26
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日 

12
月
14
日（
木
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
７
８

空
き
家
相
談
会

■日 

12
月
14
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
12
月
７
日（
木
）ま
で 

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

法
律
・
登
記
相
談

■日 

12
月
15
日（
金
）■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

調
停
相
談

■日 

12
月
20
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

12
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

行
政
相
談

■日 

12
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

12
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

12
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

12
月
21
日（
木
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

交
通
事
故
相
談

■日 

12
月
28
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

１
月
９
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
12
月
26
日（
火
）〜
28
日

（
木
）、１
月
４
日（
木
）、５
日（
金
） 

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

12
月
３
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

12
月
３
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

12
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

10
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

安
部
田
緑
（
岡
町
） 

10
万
円

リ
フ
ォ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
Ｋ
Ｏ
Ｈ

 

３
万
３
５
０
０
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
災
害
支
援
に
》

 

4
件
　16
万
８
２
３
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

６
０
７
件 

２
２
８
０
万
９
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
12
〜
１
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

1月21日㈰ 14：00

米朝一門会
初 笑い春新

《全席指定》
2,500円

「京都府文化体験機会創出事業」
高校生以下の方　500円

墓石・庭石・神社関係・住宅関係・墓地管理
石のことなら何でもご相談下さい

623-0362  京都府綾部市物部町濁渕36
代表　岩﨑  拓也

TEL：0773－21－9013　FAX：0773－21－9035
E-mail：ayabesekizai@gmail.com　H.P：ayabesekizai.com

離
乳
食
講
座

■日 

12
月
１
日（
金
）

■時 

離
乳
食
初
期
＝
９
時
30
分
〜
10
時
30

分
、後
期
＝
10
時
45
分
〜
11
時
45
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

保
護
者
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 

12
月
10
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

5
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
親
子
対

象
。
参
加
費
４
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

12
月
13
日（
水
）■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

栗
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

■日 

12
月
14
日（
木
）、
15
日（
金
）

■時 

14
時
〜
16
時

※

定
員
８
人
。
参
加
費
４
０
０
円
。

テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要

■場 

■申
■問 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
48
）０
３
１
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日 

12
月
26
日（
火
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

や
ま
が
元
気
ウ
ォ
ー
ク
〜
有
道
佐
一

画
伯
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅
〜

■日 

12
月
２
日（
土
）■時 

９
時
〜

■場 

山
家
駅
前
広
場
（
上
原
町
）

※

11
月
24
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
み

必
要
。
参
加
費
１
０
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）

■申
■問 

山
家
公
民
館

　☎（
46
）０
３
４
５
F（
46
）０
８
４
９

健
康
い
き
い
き
料
理
教
室

■日 

12
月
７
日（
木
）■時 

10
時
〜
13
時

※

市
内
在
住
の
人
対
象
。定
員
12
人
。

参
加
費
５
０
０
円

■場 

■申
■問 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
48
）０
３
１
１

市
民
葉
ぼ
た
ん
展

■日 

12
月
８
日（
金
）〜
10
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

※

10
日
は
15
時
ま
で

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０
F（
42
）９
０
２
９

第
43
回
綾
部
市
公
民
館
大
会

■日 

12
月
９
日（
土
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
25
分

■場 

中
央
公
民
館
（
里
町
）

■問 

社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

第
９
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ア

■日 

12
月
24
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

※

入
場
料
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

■日 
12
月
１
日（
金
）■時 

10
時
〜
16
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

10
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

耳
の
こ
と
相
談 

■日 

12
月
４
日（
月
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

育
児
相
談

■日 

12
月
５
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

12
月
６
、20
日（
水
）
■時 

13
時
〜
16
時

■場 

６
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、20
日
＝
市
役
所
会
計
課
横

会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

12
月
６
、
20
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１
F（
42
）２
０
３
０

も
の
忘
れ
相
談

■日 
12
月
６
日（
水
）■時 

14
時
〜
16
時

■場 
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
２
組
。
自
宅
等
へ
の
訪
問
対

応
可
能

■申
■問 

地
域
包
括
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
２
F（
42
）０
０
４
８

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

12
月
８
日（
金
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）、
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合

町
）、
物
部
会
館
（
物
部
町
）

※

上
林
、
物
部
会
場
は
２
日
前
ま
で

に
申
し
込
み
必
要

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日 

12
月
12
、
26
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日 

12
月
14
日（
木
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
７
８

空
き
家
相
談
会

■日 

12
月
14
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
12
月
７
日（
木
）ま
で 

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

法
律
・
登
記
相
談

■日 

12
月
15
日（
金
）■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

調
停
相
談

■日 

12
月
20
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

12
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

行
政
相
談

■日 

12
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

12
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

12
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

12
月
21
日（
木
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

交
通
事
故
相
談

■日 

12
月
28
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

１
月
９
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
12
月
26
日（
火
）〜
28
日

（
木
）、１
月
４
日（
木
）、５
日（
金
） 

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

12
月
３
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

12
月
３
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

12
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

10
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

安
部
田
緑
（
岡
町
） 

10
万
円

リ
フ
ォ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
Ｋ
Ｏ
Ｈ

 

３
万
３
５
０
０
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
災
害
支
援
に
》

 

4
件
　16
万
８
２
３
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

６
０
７
件 

２
２
８
０
万
９
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
12
〜
１
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

1月21日㈰ 14：00

米朝一門会
初 笑い春新

《全席指定》
2,500円

「京都府文化体験機会創出事業」
高校生以下の方　500円
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令
和
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16日

発
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月
号

「綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…など、綾部のホットな市政情報や
旬の話題を幅広くお届けします。

健
康
づ
く
り
の
中
核
を
担
う

　同
プ
ラ
ザ
は
平
成
15
年
11
月
１
日
、

府
北
部
初
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

し
て
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
北
側
に
オ
ー
プ
ン
。

市
の
第
３
セ
ク
タ
ー
「
水
夢
」
（
山
本

雄
史
社
長
）が
運
営
し
▽
25
㍍×

６
コ
ー

ス
の
温
水
プ
ー
ル
▽
広
々
と
し
た
空
間

の
ス
タ
ジ
オ
２
面
▽
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
器
具
を
そ
ろ
え
る
ジ
ム―

の
ほ
か
、

浴
室
や
サ
ウ
ナ
も
備
え
る
複
合
施
設
で

す
。
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
一

人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
豊
富
な

運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
専
門
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。
生
後

６
カ
月
か
ら
始
め
ら
れ
る
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
な
ど
、
子
ど
も
向
け
の
教
室

も
充
実
。
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。

会
員
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中

　同
プ
ラ
ザ
に
は
現
在
、
生
後
６
カ
月

〜
94
歳
の
会
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
続
け
て
通
う
会
員

は
45
人
に
上
り
、
都
市
部
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
よ
り
も
継
続
率
が
高
い
の
が
特

徴
で
す
。

　水
夢
で
は
12
月
20
日
ま
で
「
会
員
紹

介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
紹
介
者
に
は
５
０
０
０
円
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
入
会
者
は
入
会

金
０
円
と
１
カ
月
間
の
会
費
無
料
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
社
☎

（
40
）１
７
８
８
へ
。

人に健康、まちに元気を！
あやべ健康プラザあやべ健康プラザ
　今回の情報すくらんぶるは、オープン20周年を
迎えた「あやべ健康プラザ」を紹介します。

営業時間　午前10時～午後10時（土曜日は午後
８時、日曜・祝日は午後６時まで）

休 館 日　金曜日、年末年始

115

た
け
ふ
み

　多くの人に利用していただき20年間続けて
こられたことに感謝しま
す。人生100年時代に、
皆さんが健康で長生きで
きるよう、今後もさまざ
まなサービスやメニュー
を企画します。

健康増進に貢献できるように

山本雄史 社長

Information

▲詳しくは、
　ホームページで


